
桐生信用金庫の環境への取組みについて

【環境学習】
桐生市を流れる渡良瀬川の源流に最も近い足尾が緑豊かな環境になることを

願い、当金庫は平成２１年度より足尾植樹活動を行っています。平成２８年度

からは、ＮＰＯ法人足尾に緑を育てる会が主催する「春の植樹デー」に多くの

役職員やその家族が参加しています。

また、平成 27 年度より「カッコソウ協議会（桐生市公園緑地課自然観察の

森内）」のカッコソウ保全活動支援を始めたことに伴い、新入職員の環境学習の

一環として、カッコソウが自生する鳴神山への観察会を実施しました。参加し

た職員がカッコソウについて学ぶだけでなく、地元の桐生にどのような自然が

あるか、そして残していきたいかを考える良いきっかけとなることを願ってい

ます。

【きりしん地球温暖化防止計画】
当金庫は平成 20 年度に「きりしん地球温暖化防止計画」を策定し、電力・

ガソリン・コピー用紙の使用量削減に努めています。本店をはじめ、店舗ごと

にそれぞれの使用量を集計し、年度ごとに設定した目標を達成できるよう、ま

た既に達成している場合は、現在の水準を保つことができるよう、職員一丸と

なって取り組んでいます。

【クールビズの実施】
5 月～１０月の期間中、室内温度を 28℃に設定し、ノーネクタイ・ノー上着

での勤務とする「クールビズ」を実施しています。また、7 月～9 月の期間を

「スーパークールビズ」とし、制服着用の女性職員はポロシャツを着用してい

ます。



【グリーンカーテン作成】
当金庫は平成 25 年度より、上毛新聞社が企画する「風っこ・環境キャンペ

ーン」に賛同し、協賛しています。同企画ではグリーンカーテンプロジェクト

を積極的に展開しており、配付されるグリーンカーテンセットを基に、今年も

全店舗でグリーンカーテンの作成に取り組みました。

【環境配慮型商品の発売】

自宅への太陽光発電パネルの設置に対応した個人向け「ソーラー発電ローン」

や、環境に配慮した車の購入、エコ関連設備のリフォームをされる方への融資

商品などを取り扱っています。

【環境配慮型設備の導入】

店舗の移転や建て替えの際は、環境に配慮した設備を積極的に導入していま

す。現在、相生・川内・薮塚・新田・玉村・大泉の６店舗に太陽光発電設備を

設置している他、玉村支店および伊勢崎市内の全店舗には、１台ずつ電動バイ

クを導入しました。また、平成 25 年 5 月に新築移転した玉村支店を皮切りに、

その後改装や建て替えを行った店舗の照明は全てＬＥＤとしています。

【環境配慮型通帳・封筒の使用】

平成２３年２月より、総合口座通帳（２種類）、普通預金通帳（２種類）、

定期預金通帳、定期積金通帳の計６種類の通帳を、「カーボンオフセット」を

利用した環境配慮型通帳に切り替えました。

また平成２４年９月からは、再生紙・植物油インキを使用したエコ現金封筒を

使用しています。

【環境 GS 認定制度】

環境 GS（ぐんま・スタンダード）認定制度は、群馬県内の事業者が、温室効

果ガスを持続的に削減するための計画を立て、実行、点検、見直しを行う体制

を整備し、これを組織的に運用することを支援するものです。当金庫では平成

１８年の本店の認定を皮切りに、現在では県内３３店舗が認定されています。

当金庫の取り組みについて詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.shinkin.co.jp/kiryu/


